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１．はじめに 
 沖積粘土を採取後，ただちに各種の室内試験が実施できない場合は，試料を保存する必要がある．相性と

なる試料が高含水比粘性土の場合，試料は還元状態にある．これが空気にさらされ酸化されると地盤工学的

性質が変化すると考えられる．そこで本研究では，原地盤からサンプリングしてきた試料を，所定の期間養

生し，酸化を促進させた試料を準備した．酸化が進み色調が変化した部分と，還元状態で色調変化が見られ

ない部分を用い，酸化が物理化学的性質・力学特性におよぼす影響について検討する． 
 
２．沖積粘土試料と試験方法 

表

distribution 
Silt 
Clay 

27.6 

70.4 

色調が変化した部分 

色調の変化がない部分 

 本研究で用いたのは，佐賀県小城郡芦刈町で採取し

た非海成の沖積粘土である１）．長期の保存が，試料に

およぼす影響を調べるため，含水比が変化しないよう

に試料をラップで包み，さらにビニール袋に入れて 90
日保存した．図-1は，90日経過した試料の様子を示し
たものである．表面から約１～1.5ｃｍの部分が赤褐色
まじりの灰色に変化しているが，これは酸化の影響で

あると考えられる１）．なお，撹乱した試料色調が変化

した部分と変化していない部分の含水比は，ともに

120%程度であり，あまり違いは見られなかった． 
この色調の変化が生じた部分と生じていない部分に

ついて，液・塑性試験と標準圧密試験を実施した．ま

た，六角川（非海成粘土）と鹿島海岸（海成粘土）で

採取した試料を，ソイルミキサーで撹拌して参加を促

進させたものと撹拌せずに酸化を遅らせたものの２つ

のグループに分け，そのそれぞれについて液・塑性限

界試験を行った． 
 

図-1 試料の色調の変化 
３．試験結果および考察 
3.1液・塑性限界試験結果 
表-1に示した試料の液・塑性限
界 試 験 結 果 ， ｐ Ｈ ， ORP 
(Oxidation reduction potential)
の測定結果を表-2に示す．酸化の
前後で塑性限界はほとんど変化し

ていない．液性限界については，

酸化された試料が約 10％ほど低
い値を示した．ｐHは酸化している供
ているパイライト（FeS）によって硫
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表-2 試料のｐH,ORP の測定結果および液・塑性限界試験結果 

  Oxidation Non-Oxidation 
３ min. ５ min. ３ min. ５ min. 

ＯＲＰ（ｍｖ） 
175 205 -148 -180 

ｐＨ 7.70 8.65 
Liquid limit, ｗＬ（％） 110.0 100.1 
Plastic limit, ｗＰ（％） 42.4 43.0 
試体でやや低くなった

酸が生成されたためと
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-1 沖積粘土試料の物理化学的性質 

Natural water content wn(%) 146.1 

Density of soil particle ρs (g/cm3) 2.58 

Liquid Limit wL (%) 122.0 

Plastic Limit wP (%) 56.9 

Plastic Index  Ip 65.1 

Particle size 
Sand  2.4 
．これは酸

考えられる
化の影響を受けて，試料中に含まれ

２），３）．ORP値については，酸化し
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ている試料と酸化していない試料では正負が逆転し

た． 次に，図-2は，撹拌を行ったものと行わなか
った試料の液・塑性限界試験結果を示したものであ

る．塑性限界については，撹拌の有無にかかわらず

海成粘土・非海成粘土ともに大きな変化は見られな

かった．液性限界については，撹拌した海成粘土・

非海成粘土ともにやや低下する傾向があった．  
3.2標準圧密試験結果 
 図-3は，還元状態の試料と酸化状態の試料の圧密
試験結果を示したものである．両試料ともに．やや

逆 S 字形を示している．圧密降伏応力については，
酸化していない試料がおよそ 20KPa 大きい結果と
なった．酸化の影響を受けた部分は，保存した試料

の表面近傍であることから，力学的な乱れの影響と

酸化による影響によって，圧密降伏応力に差が見ら 図-２ 各試料の液塑性試験結果 

れたものと考える．  
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４．まとめ 
 得られた結果をまとめると，次のようである． 
1) 90 日の保存の前後で，試料のｐH は低下し ORP
値は増加した． 

2) 海成粘土・非海成粘土ともに，酸化による塑性限
界の変化は見られなかった．液性限界については，

酸化の影響を受けるとやや低下する傾向が見られ

た． 
3) 圧密試験結果から，酸化された供試体の圧密降伏
応力の低下は，力学的な乱れの影響と酸化による

影響が考えられる． 
 
本研究では非海成の沖積粘土を使用している．今後は

海成の沖積粘土についても同様の試験を行い、塩分濃度等に着いて
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図-3 各試料の圧密試験結果 

も検討して行く予定である． 

 of aging in quick clays, Canadian 

 晋太郎：佐賀低平地における沖積粘
おける有効利用に関するフォーラム資

微視的土構造におよぼす酸化の影響，

 


